
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【障がい者理解教育の推進～パラスポーツ交流～】
● 地域の福祉施設の高齢者や特別支援学校の子どもとのパラスポーツを通して

交流を深め、障がい者理解の推進を図った。

● 障がいの有無に関わらず、誰とでもスポーツを楽しめることを体験を通じて
理解し、障がい者理解が深まった。

● ルール、用具や場の工夫によって、運動は楽しめることに気付き、多様な運動や
スポーツの魅力に触れることができた。

【オンライン壮行会】
● 令和3年7月24日に、小平市ゆかりのオリンピック選手に向けて、

出身校の子どもたちからの応援メッセージを含めた応援イベントを行った。

● オリンピアンを身近に感じ、応援しようとする気持ちの醸成と将来に向けての
夢や希望をもつことにつながった。

小平市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

小平市

パラスポーツ交流
地域の福祉施設の方と一緒にボッチャを
楽しみ、パラスポーツの楽しさを味わった。応援動画作成の様子 祝福メッセージ（掲示板）

文化プログラム・学校連携事業
日本の伝統文化を理解するため、折り紙の先生から
多様な折り方を教わった。

27校 ＊

14,856人*

玉川上水や野火止用水、雑木林など、先人が長い歳月をかけてつくり上げてきた豊かな
自然があり、その環境や、歴史・伝統・文化を生かしたまちづくりを進めている。


